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においの強度と濃度の聞の相関に関する考察(第 2報)

佐野 f果*・佐野愛知村

筆者は前報で1昆合臭の強度と濃度の間の関係式を誘導しその実際との適合性を検討したが，本報で

も，前報と同様l乙，硫黄系悪臭化合物(硫化水素，メチルメルカプタン，硫化メチル，二硫化ジメチ

ルなど)の混合臭に関する環境調査の結果を資料として式の妥当性を査証し，併せてその誘導のため

の前提条件の緩和について考察した。

はじめに

前報1)において筆者は，混合臭に関し，次式

1 = klnC + K (1) 

1 :混合臭の全強度， L:1， (1，:成分臭 i

の強度)

k : L:k， (k，:成分臭 iの渉透性指数)

C:混合臭の全濃度， L:C， (C，:成分臭 i

の濃度)

K : L: k，lnr， + K， (r，:成分臭 iの混合臭

中における分率， K，:成分臭 iに関す

る定数)

が成立することを示した。乙れは，臭気成分の吸着量l乙

比例して嘆覚刺激が発生する乙とを仮定し，これに吸着

に関する Freundlichの式あるいは Langrnuirの式を

組合わせ，さらに若干の考察を加えることによって得た

関係で，筆者は乙れを春日井市の環境調査の結果l乙適用

して式の妥当性を検討した。その後も，引きつづき，検

討を加えているのでその結果を乙乙に報告する。

(1)式の査証

春日井市では環境対策策定に役立てるため王子製紙

(株)春日井工場周辺の臭気強度および濃度の測定を毎

年定期的に実施し，逐次，状況を発表しているが，昨年

度および今年度の結果から式の検討のための資料として
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関係のある分を抜書きすると表 1，2の通りである*10

乙れらの表の中で，臭気の濃度は各地点毎fCサンフ。ノレ

採取班判か環境空気を採取し，分析室へ持帰って後ガ、ス

クロ法で分析した結果を示し，強度はサンフ。ル班がサン

プリングの傍ら，それぞれ，臭気を数回嘆いで判定した

結果(平均値)で，表 3fC一例が掲げてある判。表中，

測定者A，B， 1など‘の下っき数字 4，2， 3は年令が40，

20， 30才代である乙とを示し， Cの土っき記号。は女性

である乙とを表わしている。表に見られる如く，測定者

は，それぞれ，指示時刻を中心に 3分前後の間隔制で強

度(6点スケール)を 3回測定しており，表の最下欄l乙

乙れらの平均が与えてある。

表 3Iこ従い，嘆覚強度の分布を図上l乙標示すると図 1

の通りになる。調査中およびその前後の気象状況は表4

の如くで，晴天下，風向は西一西北西とほぼ一定し風速

も6-7 rn/sで終始していたので，強度は工場から風

下へ移るにつれて次第に弱まり，臭気は巾狭く拡ってい

るであろうと想像されたが，実際にもその通りで，分布

は多少複雑叫であるが，等強度線(強度4および 3)を

引くと，大体のと乙ろ，図の破線の如くになり，強度の

測定値の妥当であるととが窺われる。

表1， 2から図 2，3が得られ*6，強度と濃度(対数)

の閥l乙直線関係の成立する乙とが認められる。図から乙

れらの直線の傾きを読取ると 4.00 (図 2)および 3.75

*3 ガスクロ法による濃度の分析や嘆覚による強度の判定などの詳細については，佐野懐他:愛工大研究報告，

No.l3 (1978)， 31;王子製紙(株)春日井工場公害防止状況総点検報告書，第5報(昭52.12，春日井市)，

81， 100などを参照のζ と。

*4 ζの間，活性炭マスクを使用して滴過空気を呼吸し，慣れによる嘆覚能力の低下を防止。

*5 煙突(回収ボイ}ラー用，石灰キノレン用などで，図中/(0印で回収ボイラー用煙突 (2本)の位置が示して

ある)からの放出分や建屋からの漏洩分などが重合するためであろうと思われる。

*6 表 1-a中の *3印をつけた測定値は異常値と考えられるので乙れらを省略して(図 2)を作製。
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表 l-a 昭和53年 2月16日調査結果

視1 定 値

地 占 濃 度 (ppb) 5怠 度

硫化水素
メチノレメノレ

硫化メチル
I流化

ZロL (;点ス)カブコタン 口メチ Jレ ケ- Jレ

5.7 一一一一*1 0.5 6.2 
荒川化学

3.9 0.2 4.1 
2.5 

4.2 11.7 0.9 16.8 
製品門入口 3.5 

3.9 3.7 7.6 

4.8 0.5 5.3 
下条歩道橋 2 

3.5 0.4 3.9 

8.3 1.7 0.1 10.1 
スズケン研究所 4 

3.8 6.1 0.3 10.2 

3.9 2.8 0.1 6，8 
圧内川堤防 3.5 

3.3 1.0 4.3 

4.8 1.2 0.1 6.1 
申司自ダンボール 2.5 

5.0 0.6 5.6 

寺
3.7 0.2 2.4 0.1 6.4 

A 泉 3.5 
3.3 0.6 0.1 4.0 

3.5 3.5* 3 
鳥居松小 5.4 * 3 

。
5.1 0.3 

-ーーーー目ー " ー 守 園田 晶戸・ーーー占・ーー ーーーー・ー'ー'ー〒奇 - - - ~ーーーーー守『

鳥居 松小 2
3.3 3.3 

3.5* 3 
。

3.5 

* 1 検出されず(以下同様) * 2 17日調査 * 3 図2参照

表 l-b 昭和53年 3月10日調査結果

出』 定 f由

地 占 濃 度 (ppb) 日怠 度

硫化水素
メチノレメノレ

硫化メチノレ
イ流 イ七 之ロ主民 言十力ブタン ジメチ Jレ ケ-)レ

ガ ー ド下 * 3.4 0.4 3.8 2.3 

三広工業付近 2.3 12.0 14.3 3.1 

三 広 工業横 2町9 1.8 0.2 4.9 2.9 

ニュータウン 1.3 0.7 2.0 。
* 検出されず(以下同様)

表 2-a 昭和53年 7月10白調査結果

測 定 !直

地 占 濃 度 (ppb) 強 度

硫化水素
メチ J[_，メ Jレ

硫化メチル
ー硫化

2口'- 計
(6J 

力 プ タ ン ジメチ jレ ケ← Jレ

王子体育館東 17 * 5 22 3.0 

王子社宅東 2 2 1.5 

チップ置場東 1 1 0.5 

上条 6 - 46 2 3 5 1.3 
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和 示 良神社 2 2 4 

上 条 歩道橋 4 2 6 

野 1 I 

朝日工業寮東 2 1 3 

庄内 川堤防 2 1 3 

* O.5ppb未満(以下向様)

表 2-b 昭和53年 8月22日調査結果

誤リ 定 値

地 点 濃 度 (ppb)

硫化水素
メチ Jレメ lレ

硫化メチル
ー鋭化 l口与 言十カ プ タ ン ジメチ Jレ

荒川化学 1 * 5 6 

王子体育館南東 16 5 21 

王子体育館北東 2 3 5 

和示 良神社 3 l 1 1 6 

梅 村 宅 2 7 9 

上条パス停 4 2 l 7 

朝日工業寮北 3 3 6 

朝日工業寮南 2 3 5 

野 1 1 

* O.5ppb未満(以下同様)

王子町

王子製紙

春日井工場

下

0.5 km ../ 

./ 
風向:西~西北西風速:6.0~7.0 m/s気温:32.ト 36.0'C
図 l 嘆覚強度 (6点スケール)の分布状況(昭53.8.22)
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表 3 昭和53年 8月22日調査結果一強度*関係分

時刻 15 : 00 15 : 15 15: 30 

地点 荒川化学
王子体育館 王子体育館

南東 北東

(記号) (A) (B) (C) 

強度 3 4 3 

(測 ア )
4 4 4 

4 4 3 

強度 2 3 3 

(測定者) 3 4 4 

B2 3 4 4 

強度 3 4 4 

(狽7) 4 4 4 

4 4 5 

強度
3.3 

(平均)
3.9 3.8 

地点 和示良神社 梅村 宅
上条 8

パス停

(記号) (D) (E) (F) 

強度 2 2 2 

(測定者)
3 3 2 

D2 4 3 3 

強度 2 3 2 

(測定者) 3 4 2 

E， 3 4 3 

強度 3 3 2 

(測定者)
3 4 2 

F， 3 3 3 

強度
2.8 

(平均)
3.2 2.3 

地点 朝日工業寮 朝日工業寮
小 野 小

北 南

(記号) (G) (H) (1) 

強度 1 2 。
(測定者)

2 3 。
G3 2 2 。

強度 1 2 。
(測定者1 l 2 。

H2 ) 2 2 。
強度 1 2 。

(測f者)
2 3 。
3 3 。

強度
l.6 2.3 

(平均)
。

* 6点スケーノレ

*7 二硫化ンメチノレのkとして(2)の行の0.43を使用。

傑・佐野愛知

表 4 気象要素(春日井市役所屋上，昭53. 8. 22) 

時刻
風向

風速

(時分) (m/s) 

14 30 西 6.0 

40 西 6.0 

50 西 6.0 

15 00 西北西 7.0 

10 西北西 7.0 

20 西北西 7 0 

30 西北西 6.0 

40 西北西 7.0 

50 西北西 7.0 

16 00 西北西 7町。

。/
c) CJO / 0 

/' /'， 

ム /

!.P.~∞ 

0.5 1.0 1.5 

o 2.16 ム 3.10 log C (ppb) 

図 2 強度と濃度の聞の相関(昭53.2.16.3.10調査結果)

強度 4i 

0 /  

。

ム3ト

。
。

A 

上一一
0.5 1.0 1.5 

ム 7.10 0 8.22 log C (ppb) 

図 3 強度と濃度の間の相関(昭53.7.10.8.22調査結果)

(図 3)で，従って11同中の渉透性指数 (k) の測定値

として， l. 74および1.63が得られる。一万，文献によ

ると，硫黄化合物に対し表 52)の結果が報告されている

のでこれから硫化水素，メチノレメルカプタン，硫化メチ

ル，二硫化ジメチルについて k (~kl) を計算すると

表の(1)の行からl.印刷， (2)の行からl.73となり，測定値

の1.74および1.63と良く一致した結果が得られる。
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表 5 硫黄化合物の k

k 
物 質

(1) (2 ) 

硫化水素 0.565 0.413 

メチノレメルカブタン 0.38， 0.54， 

エチルメノレカプタン 0.290 0.351 

硫化メチル 0.30， 0.341 

硫化エチル 0.330 0.46， 

二硫化ジメチル 0.43， 

結び

前回1¥および今回の報告において筆者は混合臭の全強

度と全濃度の間の関係を成分臭の混合吸着の観点から考

察して(1)式を導き，これを硫黄化合物の混合臭の場合に

適用して妥当性を検討した。結果は以上の如くであるが，

これから見て， (1悶とその周辺の見解は混合臭の取扱い

方l乙対するアプロ チのーっとして意義があるのではな

かろうかと考えられる。

11民は，その導き方から察せられる通り，同系列の成

分から成る混合臭について成立する関係であるから硫黄

化合物の混合臭の他，アルコール類，アルテ守ヒド類9 脂

肪酸類などの混合臭に対しでも成立するゃに思われるの

で，今後，この線に副って研究を進める予定である。

なお， (1拭は同系列成分の混合臭l乙対する関係である

が，アルコールと脂肪酸とエステノレの立[1く.異系列成分

の混合臭についても，混合央の全強度を成分史の強度の

和l乙等しいと仮定することが許されるならば，成分臭の

系列毎l乙吸着点が違い，それぞれ，排他的であっても，

(1)式と同じ形の関係を導くことができるので，この場合

についても，(1辰巳を実際と照合して妥当性を検討する計

画である。
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